
職層研修「現任研修」（第７回） 

【 日 時 】 令和 3年 8月 11 日（水）、19 日（木）、20 日（金） 各日 9：00～17:00 

【 会 場 】 特別区職員研修所 

【受 講 者 数】 43 名 

【 講 師 】 

特別区人事・厚生事務組合 職員 

公益財団法人東京都人権啓発センター  大野 精次 氏 

株式会社行政マネジメント研究所  松浦 隆久氏・ 飯森 祐氏 

【研修内容】 

＜目的＞ 

職場の中堅職員として、求められる役割・能力を認識し、自己理解・他者理

解を深めるとともに、対人関係を円滑にしながら、効率的に仕事を進めるため

の目標管理意識、タイムマネジメント等を習得する。また、高い意欲を持って

問題解決のために取り組む姿勢や実践的な思考法、分かりやすく論理的に伝え

る技術を学び、中堅職員としての能力向上を図る。 

さらに、特別区制度やさまざまな人権問題の認識を深める。 

＜内容＞ 

（１日目） 

① 特別区を知る：一般の自治体との対比を通して特別区の特徴やその経

緯、現状と課題について知識を習得する。 

② 人権研修：さまざまな人権問題についての基本的な知識を習得し、職場

や地域におけるさまざまな出来事に対し、人権の視点から捉え、行動でき

る能力を身につける。 

（２・３日目） 

中堅職員としての能力向上 

① 職場で良好な人間関係を築くために必要なコミュニケーションの重要性

を認識し、スキルを学ぶ。 

② 伝える能力の向上を図るため、相手にわかりやすく論理的に伝える技術

を学ぶ。 

③ 効率的な仕事の進め方を確認するため、目標を管理することを意識して

タイムマネジメントを行うポイントを学ぶ。 

④ 問題解決に向けて物事を体系的に整理するロジカルシンキング等の思考

法を学ぶ。 

⑤ 自己理解・他者理解を向上させる、メンタルヘルスケア、モチベーショ

ンアップの手法等を学ぶ。 

⑥ 求められている役割・能力を認識するため、同僚・後輩に対するリーダ

ーシップ、上司に対するフォロワーシップの基本を学ぶ。 

 



【受講生の声】 

【特別区を知る】 

・特別区がなぜ「特別」なのかを、漠然と知っているだけの状態から、法令・

歴史と絡めながら理論的に理解しなおす契機になり良かったです。 

【人権研修】 

・人権感覚を磨くことは自分が無意識に人権侵害することを防ぐことにつなが

るので、今後も人権問題について情報を受け取るようにしていきたいです。 

【中堅職員としての能力向上】 

・ピラミッドストラクチャーの考え方やタスク分類表、タイムマネジメントで

時間制御性と業務定形型に分類することを知ることで、普段の業務の中で頭

の整理に使えるツールだと思い、学ぶことができよかったです。 

・２日目、３日目ともに以前から研修で似たような知識を学んだことはありま

したが、このタイミングでの認識や、他の中堅職員との情報共有やフィード

バックがもらえてとても充実した研修でした。 

 


